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bcm は billion cubic metres の略であり、10 億立方メー トルを表す。1  TWh は 10 億 kWh である。 
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本稿で用いる bcm は billion cubic metres（10 億立方メートル）を表す。本文では、LNG の積出量、生産量、輸入量、需要量、

在庫量を区別する。 
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要旨 

本研究ノートは、ホルムズ海峡をめぐる供給障害が世界のガス市場に及ぼした影響を、世界ガス供給、

LNG 貿易、地域別需給の三つの範囲に分けて検討する。2025 年の世界ガス需要は約 4,193 bcm、LNG 貿

易は約 603 bcm であり、LNG が占める割合は 14.4%である。平時にホルムズ海峡を通過する LNG は 112 

bcm で、世界 LNG 貿易の 18.6%に相当するが、世界ガス供給全体に対しては 2.7%にすぎない。ホルムズ通

過量が世界供給の約 2 割に達する石油と比較すると、ガス市場全体への直接的な影響は小さい。ただし、

LNG 依存度の高い国およびスポット市場への影響は、この世界平均より大きい。[1][21][22] 

供給面では、2026 年 3～6 月のカタールおよびアラブ首長国連邦（UAE）の LNG 積出量が前年同期比 35 

bcm 減少した。これに対し、ホルムズ海峡を経由しない供給が 27 bcm 増加したため、世界の LNG 生産量

の純減は 8 bcm、4%に縮小した。米国の増加分 13.6 bcm は EIA の 2026 年 1～5 月実績から算出でき、カ

ナダの 6.6 bcm と合わせると北米の増加は 20.2 bcm となる。平時のホルムズ通過量が世界 LNG 貿易の

約 2 割を占めることと、危機発生後の世界 LNG 生産量の純減が 4%にとどまったことは、それぞれ潜在的な

途絶規模と供給増加による相殺後の実績を示している。[1][16][35] 

価格指標は供給障害の影響を明確に示したものの、上昇幅は 2022 年の欧州危機を大幅に下回った。

2026 年 3 月の JKM 相当価格は 20.8 ドル／MMBtu、TTF は 17.7 ドルであり、2022 年 8 月の 54.2 ドルおよ

び 70.0 ドルには達していない。日本の LNG 通関価格も 4 月に 15.7 ドルへ上昇した後、7 月には 11.8 ドル

へ低下した。非湾岸供給の増加、危機前に確保された在庫、需要側の調整により、これまでのところ広範な

物理的不足は生じていない。[23][24] 

需要面では、中国による LNG 輸入量の調整が国際市場の需給緩和に大きく寄与した。2026 年 3～5 月の

LNG 輸入量は前年同期比で月平均 0.93 bcm 減少した。だがこれは中国のガス需要全体の 2.7%に過ぎな

い。国内ガス生産の増加、石炭火力・水力・太陽光発電の増加、在庫の取り崩しによって、輸入量の減少が

吸収された。ただし、輸入は 5 月以降回復しており、同規模の輸入抑制を冬季まで継続できるとは限らない。

[4][8][16][18] 

欧州では、ガス需要の相当部分が建築物の暖房用および産業用であるため、石炭火力による代替可能量

は限られる。2026 年春から初夏にかけての LNG 輸入量の減少は、最終需要の大幅な削減ではなく、主と

して貯蔵施設への注入量の抑制によって調整された。この結果、当面の輸入負担は軽減された一方、冬季

に向けた在庫水準は低下した。供給源はロシアから米国、ノルウェー、北アフリカ、英国、アゼルバイジャン

などへ分散したものの、欧州は引き続き追加的な LNG 調達の限界価格を形成する市場である。

[17][19][32][46] 

日本の 2026 年 1～5 月の発電量は前年同期比 7.25 TWh 減少した。減少は 2～3 月に集中しており、とくに

記録的な高温となった 2 月の暖房需要の減少が大きく影響したと考えられる。韓国では原子力および再生

可能エネルギーによる発電量が 13.96 TWh 減少したが、これは主として計画予防保全の集中に伴う原子力

発電量の 15.21 TWh 減少によるものである。ガス火力はほぼ横ばいで、石炭火力は 15.27 TWh 増加した。

[37][42][43] 
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南アジアでは、LNG 輸入量の減少が電力部門と非電力部門に異なる影響を及ぼした。パキスタンでは、

2026 年 1～3 月のガス火力発電量が減少した一方、石炭、原子力、再生可能エネルギーによる発電量が

増加し、純発電量は 6.37 TWh 増加した。他方、2025/26 年度 7～3 月の一般産業向けガス供給量は前年

同期比 29%減少した。家庭向け供給はほぼ横ばいで、肥料向け供給も維持されたため、供給制約は主とし

て一般産業に及んだ。バングラデシュでも発電用ガスの減少は石炭火力によって部分的に代替されたが、3

月には肥料工場 4 か所が停止し、7～8 月には LNG 受入基地の事故により工場、家庭、発電所への供給

が減少した。[37][38][44][45] 

今後についての予想であるが、2026 年 9 月～2027 年 2 月の 6 か月について、世界の LNG 供給が大幅に

減少する場合を考えると、最初の大規模な調整手段は既存石炭火力によるガス火力の代替である。主要ア

ジア諸国と EU を合計したガス削減可能量は 29～47 bcm であり、このうち中国を含むアジアが 24～38 

bcm、約 8 割を占める。中国だけでも 9～14 bcm の削減余地があり、必要な石炭火力発電量の増加は同

国の年間石炭火力発電量の 0.9～1.3%に相当する。世界全体で 29～47 bcm を代替するには、石炭火力発

電量を 156～253 TWh 増やし、一般炭を約 62～100 Mt 追加的に確保する必要がある。[33][34][40] 

厳しい供給不足ケースでは、6 か月間の世界 LNG 需給に 35～65 bcm 程度の不足が生じ得る。石炭火力

によるガス火力の代替とガス在庫利用で不足の相当部分を吸収できるが、石炭の供給・輸送や発電設備

の運用に制約がある場合には不足が残る。この残余分は、2022 年の欧州で観察されたような産業部門の

操業縮小、ガス多消費製品の輸入増加、節約および供給制限によって調整される。2022 年の EU ではガス

需要が 55 bcm 減少し、産業用需要 25 bcm のうち約 13 bcm が操業縮小によるものであった。今回の危機

では石油供給も制約されるため、当時のガスから石油への転換 7 bcm は調整手段として見込めない。

[34][47][50] 

石炭火力による発電代替とガス在庫を使い切った後にも不足が残る場合、需要削減が欧州のガス多消費

産業、スポット LNG への依存度が高い南アジア諸国など、価格や資金制約の影響を受けやすい部門・国か

ら生じる。2022 年第 3 四半期のアジア LNG 指標と欧州ガス指標は平均 46.7 ドルおよび 58.8 ドル／MMBtu、

同年 8 月は 54.2 ドルおよび 70.0 ドルであった。したがって、2022 年型の大幅な需要削減が発生する場合

の国際スポット価格は概ね 30～60 ドル／MMBtu の水準に入り、一時的にはそれを上回る可能性がある。 

[23][34][47][50] 
 

1．世界ガス市場におけるホルムズ通過 LNG の位置づけ 

供給障害の規模を評価するには、比較対象となる市場の範囲を明確にする必要がある。2025 年の世界ガ

ス需要は約 4,193 bcm、LNG 貿易は約 603 bcm であり、LNG の比率は 14.4%である。残る 85.6%は、産ガス

国における国内消費と国際パイプラインによる供給で構成される。平時にホルムズ海峡を通過する LNG 

112 bcm は世界 LNG 貿易の 18.6%に相当するが、世界ガス供給全体に対する比率は約 2.7%である。

[21][22] 

この比率が 2.7%と小さいことは、ホルムズ海峡の閉鎖が石油市場とガス市場に及ぼす影響の相違を説明

する。ホルムズ海峡を通過する石油は約 20 mb/d で、世界供給の約 2 割、海上貿易の約 4 分の 1 を占め

る。石油では海峡閉鎖が輸送燃料や石油化学原料の世界的な供給に直結するのに対し、ガス需要の大部
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分は国内生産とパイプライン供給によって維持される。ただし、日本、韓国、パキスタンなど LNG 依存度の

高い国にとっては、各国が受ける影響は大きくなる。[1] 

 

図 1 世界ガス供給に占める LNG と、その内数であるホルムズ通過量（2025 年概算） 

出所：IGU World LNG Report 2026 [21]、IGU/Snam Global Gas Report 2025 [22]、IEA Strait of Hormuz [1]。 

危機発生後の供給変化は三つの段階に分けて把握できる。第 1 に、2026 年 3～6 月のカタールおよび

UAE の LNG 積出量は前年同期比 35 bcm 減少した。第 2 に、非湾岸地域の供給量が 27 bcm 増加したた

め、世界の LNG 供給量の純減は 8 bcm となった。第 3 に、この 8 bcm は世界ガス供給全体の約 0.2%に相

当する。 

表 1 ホルムズ危機後の LNG 供給収支 

層 代表指標 2026 年の実績 評価 

潜在的な途絶規

模 
平時のホルムズ通過量 世界 LNG 貿易の約 20% 海峡閉鎖時に影響を受け得る総量 

湾岸地域の供給

減少 
カタール・UAE 積出量 3～6 月 －35 bcm、前年同期比 湾岸地域で実際に減少した積出量 

非湾岸地域の供

給増加 
非湾岸 LNG 生産量 3～6 月 ＋27 bcm、前年同期比 北米等の供給増加による相殺 

世界全体の純減 世界 LNG 供給量 3～6 月 －8 bcm、－4% 供給増加による相殺後の減少量 

貿易量の結果 世界 LNG 貿易量 上期 ＋2.5 bcm、＋1% 危機前 1～2 月の増加を含む上期累計 

注：YoY は前年同期比。ガス数量は bcm に統一。 
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2．供給面：湾岸供給減少と非湾岸供給増加 

 

図 2 平時のホルムズ通過量と危機後の供給変化 

出所：IEA Gas Market Report Q3-2026 [1]、EIA [35]、JODI Gas [16]。A と B は期間が異なり合算不可。米国分は EIA 実績から直接計算。 

ホルムズ湾岸地域の供給減少の相当部分は、北米からの供給増加によって相殺された。IEA は 2026 年上

期の北米における新規 LNG 供給の増加を 21 bcm としている。EIA の月次実績によれば、米国の LNG 輸

出量は 2026 年 1～5 月に前年同期を 481,274 MMcf、すなわち 13.6 bcm 上回った。カナダは JODI の同期

間で 6.6 bcm 増加しており、両国の公表実績を合計すると 20.2 bcm となる。IEA の上期推計との差 0.8 bcm

には、6 月分および統計定義の差が含まれるため、国別には配分していない。[1][16][35] 

既存の供給源からも、2026 年上期に約 13 bcm の増加が確認された。内訳はマレーシア約 4 bcm、ナイジ

ェリア約 3.5 bcm、ノルウェーおよびロシアがそれぞれ約 1.5 bcm である。これらは地理的に分散し、ホルム

ズ海峡を経由しない供給である。短期的な供給増加には、新規液化設備の稼働開始だけでなく、既存設備

の稼働率上昇も寄与した。 

もっとも、この 27 bcm を恒常的な供給余力とみなすことはできない。新規設備の稼働開始時には、試運転、

保守、フィードガスの制約によって生産量が変動する。既存設備の高稼働も、計画外停止が発生すれば維

持できない。2026 年 3～6 月に湾岸地域の供給減少の 77%が相殺されたのは、複数地域の供給増加が同

時に実現したためであり、将来の供給障害時に同じ割合が再現されるとは限らない。 
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2.1 上期累計と危機発生後の月次動向 

2026 年上期の世界 LNG 貿易量は前年同期比 2.5 bcm、1%増加した。ただし、この結果は危機の影響が限

定的であったことを意味しない。危機発生前の 1～2 月に貿易量が 12 bcm 増加し、3～6 月の 9.5 bcm の

減少を上回ったためである。[1] 

表 2 危機発生前後の世界 LNG 貿易 

期間 
世界 LNG 貿易量の前年同期

差 
期間別評価 

1～2 月 +12 bcm 米国等の新規供給が危機発生前に増加し、供給余力を形成した。 

3～6 月 －9.5 bcm（－5%） 
湾岸地域の供給減少を、非湾岸地域の増産では完全に相殺できなかっ

た。 

1～6 月 +2.5 bcm（＋1%） 危機前の増加と危機発生後の減少を合計した上期累計。 

出所：IEA [1]。危機発生前と発生後を区別して集計した。 

集計期間の設定によって、需給逼迫の評価は大きく変わる。1～2 月の追加供給と在庫が存在しなければ、

3～6 月の現物不足は一段と深刻になった可能性がある。他方、上期累計では、危機発生後 4 か月の減少

が危機前の増加によって相殺される。危機の実態を把握するには、年次・半期の集計値に加え、月次の積

出量、到着量、在庫量および需要量を併せて確認する必要がある。 

価格上昇は、こうした地域間・時点間の需給調整を促した。JKM 相当のアジア LNG 価格は 2026 年 2 月の

10.75 ドル／MMBtu から 3 月には 20.81 ドルへ、TTF は 11.19 ドルから 17.67 ドルへ上昇した。7 月も JKM

は 19.56 ドル、TTF は 17.93 ドルで、2025 年平均を大幅に上回った。一方、Henry Hub は 7 月時点で 2.96

ドルにとどまり、国際 LNG 市場の供給障害が米国の国内ガス価格に与えた影響は限定的であった。[23] 

2.2 地域別価格指標の推移 

2018 年以降の価格推移では、2022 年 8 月の TTF 月平均 70.0 ドル／MMBtu、JKM 相当 54.2 ドル／

MMBtu が最も高い。2026 年 3 月には JKM が 20.81 ドル、TTF が 17.67 ドルへ上昇したが、いずれも 2022

年 8 月を大幅に下回り、7 月時点でも 20 ドル前後にとどまった。日本の LNG 通関 CIF 価格は 4 月に 15.65

ドルへ上昇した後、7 月には 11.80 ドルへ低下した。長期契約および原油連動価格の反映時期を考慮して

も、日本の通関価格への影響は限定的であり、危機はこれまでのところ広範な物理的不足には発展してい

ない。[23][24] 
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図 3 主要ガス価格の月次推移（2018 年 1 月～2026 年 7 月） 

出所：IMF Primary Commodity Prices（FRED）[23]、World Bank Pink Sheet [24]。単位は米ドル/MMBtu。 
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3．需要面における地域別調整 

 

図 4 危機後の地域別 LNG 輸入変化（2026 年 3～6 月、前年同月差） 

出所：JODI [16]、UN Comtrade HS271111 [20][36]、Eurostat・中国海関・各国税関、IEA [1]、S&P Global CERA [26]。パキスタンは上期公表

総額と通関・LNG 船荷情報に整合する月次配分。 

図 4 は、輸入規模の上位 4 地域を示したものではなく、性格の異なる需給調整を比較するために中国、欧

州、エジプト、パキスタンを取り上げたものである。中国と欧州では輸入抑制が、エジプトでは輸入増加が、

パキスタンでは産業向け供給制限が確認された。日本、韓国、台湾、インドも比較対象に加えることにより、

危機発生後の数量調整が複数地域で異なる形態を取ったことを示している。[1][16][20][36] 

パキスタンでは、LNG 輸入量の減少に対し、発電部門では石炭、原子力、再生可能エネルギーによる代替

が進んだ。他方、一般産業向けガス供給量は 2025/26 年度 7～3 月に前年同期比 29%減少し、工場部門に

は実際の供給制約が生じた。家庭向けおよび肥料向け供給がおおむね維持されたことから、供給制約によ

る経済的負担は主として一般産業に集中したと判断される。[1][38] 

エジプトの 2026 年上期の LNG 輸入量は 5.5 bcm 増加した。この増加はホルムズ危機のみで説明されるも

のではない。国内ガス生産量は 2023 年の 59 bcm から 2025 年には 42 bcm へ 29%減少しており、Zohr な

ど成熟ガス田の生産減退、投資の遅延、事業者への支払遅延が影響した。2026 年第 1 四半期にも生産量

は 9.85 bcm へ 8%減少した一方、ガス需要は 15.46 bcm へ 3%増加し、発電用需要は 8.3 bcm へ 8%増加し

た。さらに、イスラエルからのパイプライン輸入量が 34%減少し、その不足分を LNG 輸入が補った。[28] 

エジプトでは、国内生産の減少、夏季の電力需要増加、地域パイプライン供給の不安定化が同時に生じた。

6 月の米国産 LNG 受入量 1.06 Mt（約 1.46 bcm）は過去最高となったが、これは在庫形成ではなく、発電用

を中心とする供給不足への対応であった。価格上昇下でも輸入削減の余地が小さく、中国や欧州とは反対

方向の数量調整が生じた。[25][28] 
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4．中国：LNG 輸入調整を可能にした需給構造 

4.1 月次輸入量の急減と回復 

 

図 5 中国の月次 LNG 輸入量（2017～2026 年） 

出所：JODI Gas [16]、UN Comtrade（HS 271111）[15]、中国海関総署、Reuters・LNG Prime [8][10][11][12][13]。重量公表値は 1 Mt LNG＝

約 1.38 bcm で換算。 

2017 年以降の月次系列によれば、2026 年の輸入減少は、近年の市場拡大傾向から大きく乖離している。

市場規模が拡大したため、2017～18 年の絶対量は近年より少ない。それでも、2026 年 2 月の 5.33 bcm、3

月の 5.45 bcm、4 月の 4.90 bcm は 2023～25 年の同月を大幅に下回った。とくに 4 月は、2023 年 6.53 bcm、

2024 年 8.51 bcm、2025 年 6.28 bcm に対し、4.90 bcm であった。[11][12][15][16] 

ただし、中国の月次輸入量は危機発生前から大きく変動していた。2025 年 12 月には 11.70 bcm まで増加

した後、2026 年 1 月は 9.20 bcm、2 月は 5.33 bcm へ減少した。2 月の減少には、春節、暖冬、価格、長期

契約に基づく引取量の調整も影響しているため、ホルムズ危機のみを原因とすることはできない。ただし、

その後も 3 月 5.45 bcm、4 月 4.90 bcm と低水準が続いた。[10][11][12] 

4 月後半以降、中国企業は夏季需要に備えて LNG の購入を再開し、輸入量は 5 月 6.71 bcm、6 月 7.84 

bcm へ増加した。7 月も 7.59 bcm となり、前年同月を上回った。ただし、1～7 月累計では前年同期を下回っ

ており、輸入量が危機前の水準へ全面的に回復したとはいえない。[8][13] 
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4.2 ガス需給全体からみた輸入調整 

 

図 6 中国ガス収支：3～5 月の月平均と月次前年差（bcm／月） 

出所：JODI Gas [16]、IEA [1]。2025 年・2026 年とも 3～5 月の 3 か月平均。単位は bcm／月。JODI の供給・需要・輸出等流出で収支を閉じ

た。 

供給・需要項目を月平均に統一して、LNG 輸入量の減少が中国のガス需給全体に占める割合を確認する。

2026 年 3～5 月の月平均は、国内生産 22.33 bcm、パイプライン輸入 6.70 bcm、LNG 輸入 5.76 bcm、見か

け需要 34.06 bcm であった。前年同期比では、LNG 輸入が 0.93 bcm／月減少し、国内生産が 0.23 bcm／

月増加、パイプライン輸入が 0.06 bcm／月減少、輸出等の流出が 0.17 bcm／月増加した結果、見かけ需

要は 0.93 bcm／月減少した。LNG 輸入の減少は前年同期のガス需要全体 34.98 bcm／月の 2.7%に相当

する。[1][16] 

JODI には中国の用途別月次ガス需要が収録されていないため、見かけ需要の減少をすべて発電部門に

帰属させることはできない。ただし IEA によれば、2026 年上期の中国のガス火力発電量は約 4%減少した一

方、石炭火力は 3%、太陽光は 20%以上、水力は 9.3%増加した。電力需要は 5.3%増加しており、発電部門で

は電力需要が増加する一方で、燃料・電源構成の変化がガス火力の減少をもたらした。[18] 

在庫の取り崩しと LNG 船荷の再販売は、需給調整の時点および仕向地を変更した。Kpler は 4 月の在庫

取り崩しを約 0.83 bcm 相当と推計している。また、中国企業は 1～3 月に 19 船、約 1.81 bcm 相当の LNG

を再販売した。[4][9]  

対照例として、パキスタンでは LNG 輸入量の減少が非電力部門のガス使用量削減を伴った。2026 年上期

の LNG 輸入量は 2.4 bcm、47%減少し、3 月以降の流入量は約 70%減少した。発電部門では石炭、原子力、

再生可能エネルギーによる代替が進んだが、一般産業向け供給は削減された。 [1][38] 
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図 7 インド・パキスタンのガス需給に占める LNG 輸入 

出所：JODI Gas [16]、パキスタン Ministry of Finance, Economic Survey 2025-26 [38]。 
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5．欧州と南アジア：輸入減少と国内需給への影響 

欧州の 2026 年 3～6 月の LNG 輸入量は前年同期比 5.5 bcm 減少した。他方、上期の欧州ガス消費量の

減少は 1 bcm 未満であった。この差は、LNG 輸入量の減少が主として最終需要の削減ではなく、貯蔵施設

への注入量の抑制によって調整されたことを示す。欧州は当期の消費量を大幅に削減する代わりに、冬季

に向けた在庫形成を後ろ倒しした。[1] 

 

図 8 欧州ガス在庫の月次推移（2017～2026 年） 

出所：JODI Gas [16]。水準確認は ACER/GIE [17]、Reuters [19]。JODI と GIE は母集団・定義が異なる。 

JODI の比較可能な系列では、2026 年 3 月末の在庫量は 31.7 bcm で、2017～25 年平均を約 12.5 bcm 下

回った。5 月末も 44.5 bcm と、同期間の平均を約 15.9 bcm 下回った。ACER／GIE の集計でも、在庫率は

2026 年初の 61.6%から 3 月末には 27.8%へ低下し、8 月初でも 58%弱と、統計開始以来の低い中間期水準

にとどまった。[16][17][19] 

高価格期に LNG の購入を抑制し、夏季後半または秋季に調達時期を移すことは、短期的には調達費用を

抑える可能性がある。しかし、この対応は必要な在庫形成を将来に移すものであり、冬季前の追加調達が

中国、日本、韓国などの需要回復と重なれば、価格上昇を増幅する要因となる。 
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図 9 インドとパキスタンの月次 LNG 輸入量（2017～2026 年） 

出所：UN Comtrade、HS 271111 [20]、IEA [1]。重量値は 1 Mt LNG＝約 1.38 bcm で換算。パキスタンの 2026 年 2〜6 月は IEA 上期値に整

合する筆者推計。 

南アジアにおける輸入減少の影響は国によって異なる。インドの LNG 輸入量は 2026 年 3 月に減少したが、

5 月には過去 10 年の季節的な変動範囲に戻った。パキスタンでは上期の LNG 輸入量が 2.4 bcm、47%減

少した一方、発電量は石炭、原子力、再生可能エネルギーによって補われたため、経済的損失は電力需要

全体よりも一般産業向けガス供給の削減に表れた。バングラデシュでは、石炭火力によるガス火力の代替

と、肥料、産業、家庭へのガス供給制限が同時に生じた。[1][18][20][38][44][45] 

表 3 地域別の需給調整手段と残存リスク 

地域 主な調整手段 短期的な効果 残存するリスク 

中国 
輸入抑制、再輸出、在庫利用、石炭

火力への転換 
国際市場に利用可能な LNG

船荷を増加 
夏季・冬季の追加調達による反転 

欧州 
貯蔵施設への注入延期、LNG 調達

の抑制 
他地域が利用可能な LNG 船

荷を増加 
冬季前の在庫不足と追加調達競争 

パキスタン等 
産業・肥料部門への供給制限、発電

燃料の代替 
国内の物理的需給を調整 生産損失、停電、所得損失 

エジプト・南米 価格上昇下でも LNG 輸入を増加 電力供給不足を抑制 財政負担・外貨負担の増加 
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6．電力部門における燃料代替と需要変化 

 

図 10 ガス火力の増減と他電源・電力需要の変化（TWh） 

出所：IEA Electricity Mid-Year Update 2026 [18]、IEA/Ember 2025 年発電量。地域値は増減率を基準量に乗じた筆者概算（5 TWh 単位）。 

IEA の 2026 年通年見通しでは、世界の電力需要は約 1,030 TWh 増加する。増加分のうち、再生可能エネ

ルギーが約 810 TWh、石炭が約 120 TWh、原子力が約 60 TWh を供給し、ガス火力発電量の前年差はほ

ぼゼロと見込まれている。したがって、世界のガス火力発電量は大幅に減少したわけではないが、電力需

要の増加分をほとんど担わなかったことが分かる。[18] 

2026 年上期の中国では、ガス火力発電量が約 6 TWh 減少する一方、石炭火力は約 80 TWh、低炭素電源

は約 185 TWh 増加したと推計される。インドでも、ガス火力の約 3 TWh 減少に対し、石炭火力が約 22 TWh、

低炭素電源が約 35 TWh 増加した。両国の電力需要は合計約 311 TWh 増加しており、ガス火力の減少は

電力需要の減少ではなく、他電源による代替によって生じた。[18] 

米国ではガス火力発電量が約 6 TWh 増加し、AI・データセンターを含む電力需要の増加を支えた一方、石

炭火力発電量は約 43 TWh 減少した。EU では上期のガス火力が約 16 TWh、石炭火力が約 8 TWh 増加し

たと推計されるが、ホルムズ危機後にはドイツなどでガスから石炭への燃料代替が進んだ。パキスタンとバ

ングラデシュでも発電燃料の代替が確認される。[18][37] 

日本の 2026 年 1～5 月の発電量は前年同期比 7.25 TWh 減少した。月別にみると、発電量減少の約 4 分

の 3 が 2～3 月に集中している。気象庁によれば、2 月は北日本、東日本、西日本で気温がかなり高く、北

日本では 1946 年以降で最も高かった。このため、暖房需要の減少が電力消費量を押し下げたと考えられ

る。ただし、産業活動などの要因も含まれるため、気象条件のみで減少量のすべてを説明することはできな

い。[37][42] 
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韓国では、同期間の原子力・再生可能エネルギーによる発電量が 13.96 TWh 減少した。内訳は原子力が

15.21 TWh 減少し、太陽光が 2.97 TWh 増加している。韓国エネルギー経済研究院は、原子力発電量の減

少を計画予防保全の増加に伴う設備利用率の低下によるものと説明している。したがって、これは長期的

な原子力発電の縮小ではなく、2026 年上期に保全作業が集中したことによる一時的な減少と考えられる。

[37][43] 

 

図 11 東アジアと南アジアの発電動向：発電源別前年差と純発電量 

出所：IEA Monthly Electricity Statistics、Ember Monthly Electricity Data [37]。期間は図中・注記に明示。 

南アジアにおいて、パキスタンでは 2026 年 1～3 月のガス火力発電量が 0.55 TWh 減少した一方、石炭火

力は 3.04 TWh、原子力・再生可能エネルギーは 3.63 TWh 増加し、発電量は 6.37 TWh 増加した。発電部門

では燃料代替が進み、電力需要は減少していない。他方、財務省統計によれば、2025/26 年度 7～3 月の

一般産業向けガス供給量は前年同期比 29%減少した。家庭向けは 0.6%減、肥料向けは横ばいであり、供

給制約は一般産業に集中した。[37][38] 

バングラデシュでは、2026 年 1～5 月のガス火力発電量が 1.34 TWh 減少したのに対し、石炭火力発電量

は 2.63 TWh 増加し、減少分の相当部分を代替した。他方、3 月には長期契約 LNG の供給停止を受けてガ

スの配給が開始され、発電および必需部門を優先するため国営肥料工場 4 か所が停止した。7 月の LNG

受入基地事故では約 0.39 bcm／月相当の供給が失われ、8 月の部分再開まで発電所、工場、家庭への供

給量が減少した。同国では、発電部門における石炭への代替と、肥料・産業・家庭部門への供給制限が併

存した。[37][44][45] 

表 4 パキスタンとバングラデシュ：発電燃料の代替と実際のガス供給制限 

国 電力部門 工場・家庭等への供給 評価 

パキスタン 
1～3 月：ガス火力－0.55、石炭＋3.04、原

子力・再エネ＋3.63、純発電＋6.37 TWh 
7～3 月：一般産業 0.46→0.33 bcm／月（－29%）。

発電－5%、家庭－0.6%、肥料横ばい 
電力では燃料代替。実際の

ガス削減は主に一般産業 
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国 電力部門 工場・家庭等への供給 評価 

バングラデシュ 
1～5 月：ガス火力－1.34、石炭＋2.63、純

発電－0.94 TWh 

3 月に国営肥料工場 4 か所を停止。7 月の基地事

故で約 0.39 bcm／月を喪失し、工場・家庭にも影

響 

発電燃料の代替と、非電力

部門の供給制限が併存 

出所：IEA・Ember [37]、パキスタン Economic Survey [38]、Reuters [44][45]。ガス量は bcm／月へ換算。 
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7．LNG 需給調整の地域的移行 

 

図 12 中国の LNG 輸入と米国 LNG の地域別仕向け（2026 年 3～7 月） 

出所：中国海関総署 [8][12][13]、Reuters が報じた LSEG 船舶追跡値 [25]。1 Mt LNG＝約 1.38 bcm で換算。 

2026 年 3～4 月には、中国の LNG 購入抑制と再輸出が国際市場の供給不足を緩和した。中国の輸入量

は 5.45 bcm から 4.90 bcm へ減少した一方、米国産 LNG の欧州向け輸出量は月 8～10 bcm の規模を維

持した。危機発生直後には、欧州が大西洋圏の LNG 船荷の主要な受入先であった。[4][5][25] 

5～6 月に中国の輸入量が 6.71 bcm、7.84 bcm へ回復すると、米国産 LNG のアジア向け輸出量は 3 月の

2.75 bcm から 5 月には 5.08 bcm へ増加した。同じ期間に欧州向けは 3 月の 10.34 bcm から 6 月には 6.09 

bcm へ減少した。地域間の価格差に応じて、仕向地を変更できる米国産 LNG 船荷がアジアへ振り向けら

れた。[25] 

7 月の米国産 LNG 輸出量は、アジア向け 4.58 bcm、欧州向け 6.57 bcm であり、欧州は引き続き最大の仕

向地域であった。中国の輸入回復と欧州の在庫不足による追加調達が、同一の柔軟な LNG 船荷をめぐっ

て競合し始めている。[7][25] 
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8．主要国における長期的な需給構造の変遷 

本章では、主要国のガス需給の長期的な傾向をまとめる。米国では増産と輸出、EU では輸入先の変更と

在庫利用、アジアでは国別の需要構造と既存電源構成を確認する。これらは、今後の LNG 市場の調整力

と価格形成を左右する。なお 2026 年は年途中であるため、本章では最新の通年値である 2025 年までを用

いた。 

8.1 米国：ガス生産の拡大と LNG 輸出国化 

米国のドライガス生産量は 2005 年の 511 bcm から 2025 年には 1,113 bcm へ増加し、2.2 倍となった。国

内需要は 623 bcm から 949 bcm へ増加し、このうち発電用需要は 166 bcm から 370 bcm へ拡大した。同

じ期間に LNG 輸出量は 2 bcm 未満から 156 bcm へ増加した。生産量と国内需要・LNG 輸出量との差は、

パイプラインによる純輸出入、在庫変動、統計上の差によってほぼ説明される。[31] 

 

図 13 米国のガス需給と LNG 輸出（2005～2025 年、通年） 

出所：U.S. Energy Information Administration [31]。単位換算は 1 million cubic feet＝0.0000283168 bcm。 

8.2 EU：ロシア依存の低下と非発電需要 

EU のガス需要は 2005 年の 437 bcm から 2025 年には 339 bcm へ減少したが、域内生産量も 148 bcm か

ら 33 bcm へ縮小した。ロシアからの輸入量は 2021 年の 170 bcm から、2025 年にはパイプライン 18 bcm、

LNG 約 20 bcm まで減少した。この減少分は、米国産 LNG に加え、ノルウェー、北アフリカ（主にアルジェリ

アおよびリビア）、英国、アゼルバイジャンからのパイプライン輸入などによって補われた。[32][46] 
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EU の短期調整余地は、需要用途によって大きく異なる。2025 年推計では、発電・熱供給向けが約 105 bcm

であるのに対し、建築物向け約 116 bcm、産業向け約 91 bcm、その他約 27 bcm である。石炭火力によっ

て直接代替できるのは主として発電用ガスであり、暖房用および産業用ガスの多くは短期的な代替が困難

である。2025 年の輸入量 311 bcm の主な内訳は、ノルウェーからのパイプライン輸入約 89 bcm、米国産

LNG 約 85 bcm、北アフリカから約 31 bcm、ロシア産 LNG 約 20 bcm、ロシアからのパイプライン輸入 18 

bcm、英国から約 13 bcm である。[32][46] 

 

図 14 EU のガス需要用途・供給源と 2025 年の輸入国別内訳 

出所：Eurostat、欧州委員会 [32]、ACER LNG Monitoring Report 2026 [46]。2025 年用途内訳は 2024 年構成比による推計。 

8.3 アジア：ガス需要の増加と既存石炭火力 

LNG 価格との関係が深いアジアの主要市場では、ガス需要が 2005 年の約 373 bcm から 2025 年には約

920 bcm へ増加し、2.5 倍となった。この増加の大部分は中国によるものであり、中国の需要は 47 bcm か

ら 442 bcm へ拡大した。一方、日本は 83 bcm から 90 bcm、韓国は 32 bcm から 63 bcm への増加にとどま

り、成熟市場では需要の伸びが比較的小さい。[33] 
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地域別の電源構成は、LNG 価格上昇時の短期反応を左右する。中国では 2025 年の石炭火力発電量が

5,756 TWh、ガス火力発電量が 338 TWh であり、ガス火力発電量の相当部分を既存石炭火力の増加によっ

て代替できる。日本、韓国、台湾にもガス火力と石炭火力の双方が存在するため、新規設備の建設を待た

ず、燃料の確保、設備利用率の引上げ、運転時間および環境規制の一時的な変更によって対応できる。イ

ンド、パキスタン、バングラデシュでは LNG 価格に対するガス需要の反応がより速いが、停電や産業減産

を伴う場合がある。[33][34] 

 

図 15 アジア主要国のガス需要（2005～2025 年、国別） 

出所：Energy Institute, Statistical Review of World Energy 2026 [33]。 

中国の 2025 年ガス需要 442 bcm の用途別構成は、発電向け 18%、都市ガス向け 36%、産業・化学向け

46%である。短期的に石炭火力によって代替しやすいのは、主として発電向けの約 80 bcm である。都市ガ

スおよび産業・化学向け需要は、石炭によって直接代替できない。したがって、中国には発電用 LNG を削

減する余地がある一方、ガス需要全体を同じ比率で削減できるわけではない。[39] 



 

23 

 

図 16 中国のガス需要の用途別内訳（2025 年） 

出所：中国 Natural Gas Development Report 2026 [39]、Energy Institute [33]。総需要 442 bcm に用途比率を乗じた。 

 

図 17 アジア主要市場のガス需要（2005～2025 年、地域集計） 

出所：Energy Institute [33]。北東アジア、東南アジア主要 6 か国、南アジア 3 か国を筆者集計。 

9．2026/27 年冬季の需給・価格シナリオ 

9.1 厳しい供給不足ケースと分析の順序 

対象期間は 2026 年 9 月から 2027 年 2 月までの 6 か月とする。平時にホルムズ海峡を通過する LNG は

年間約 112 bcm であるため、6 か月分は約 56 bcm となる。断続的な通航、非湾岸地域の増産、ロシア産

LNG および船腹の制約を組み合わせると、世界の LNG 需給に生じる不足は 35～65 bcm 程度の幅を持つ
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と予想する。35 bcm は通航の一部回復と非湾岸供給の増加が見込める場合である。65 bcm はホルムズ

経由の供給停止が長期化し、他地域の追加供給も制約される場合を表す。[1][21][22] 

需給調整は、①仕向地を変更できる LNG 船荷の地域間移動、②既存石炭火力によるガス火力の代替、③

在庫利用と受入時期の調整、④産業・建築物等の最終需要削減、の順に検討する。なお今回の危機では

石油供給の制約がガス以上に大きいため、2022 年に欧州でみられたガスから石油への転換は数量調整に

含めない。[34][50] 

9.2 最初の大規模な調整手段はアジアの石炭火力 

ガス火力発電量 1 TWh を他電源へ代替すると、約 0.186 bcm のガス消費を削減できると仮定する。計算に

はガス火力効率 50%、1 bcm 当たりの熱量 10.75 TWh を用いた。2025 年のガス火力発電量に 6 か月間の

切替可能率を乗じると、主要アジア諸国と EU における既存石炭火力への転換余地は合計 29～47 bcm と

なる。[33][34] 

表 5 既存石炭火力によるガス削減可能量（2026 年 9 月～2027 年 2 月） 

地域 
2025 年ガス火

力 

（TWh） 
6 か月の切替率 

ガス削減 

（bcm） 
短期的な対応 

中国 338 30～45% 9～14 
既存石炭火力の発電量増加、ガス火力の運転順位低

下 

日本 309 15～25% 4～7 
既存石炭火力の稼働率上昇、スポット LNG 調達の削

減 

韓国・台湾 312 20～30% 6～9 石炭火力の運転制約緩和、燃料在庫の利用 

インド・東南アジア 329 15～25% 5～8 既存石炭火力の増加、スポット LNG 購入の抑制 

アジア計 1,288 ― 24～38 世界全体の削減可能量の約 81～83% 

EU 485 10～20% 5～9 予備・延命石炭火力の稼働、運転時間制約の緩和 

合計 1,773 ― 29～47 設備・燃料・系統制約を考慮した想定範囲 

注：発電量は Energy Institute [33]。ガス削減量＝2025 年ガス火力発電量×0.5 年×切替率÷5.375 TWh/bcm。新設設備は含まない。アジ

アの比率は各範囲の下限同士および上限同士から算出した。 

アジアの削減可能量 24～38 bcm は世界全体 29～47 bcm の約 8 割を占める。なかでも中国の 9～14 bcm

が最大である。これに必要な石炭火力発電量の増加は約 51～75 TWh であり、中国の 2025 年石炭火力発

電量 5,756 TWh の 0.9～1.3%に相当する。国全体の発電量との比較では小さいが、実際の運用には地域別

の送電制約、石炭在庫、炭質、発電所の保守状況が影響する。[33][39] 

9.3 追加的な石炭需要と供給制約 

29～47 bcm のガスを石炭火力で代替するには、石炭火力発電量を 156～253 TWh 増加させ、一般炭を約

62～100 Mt 追加的に確保する必要がある。これは IEA が見込む 2026 年の世界一般炭貿易量 1,053 Mt

の約 6～9%に相当し、6 か月分の貿易量と比較すれば約 12～19%となる。ただし、中国・インドでは国内炭と

在庫の利用によって石炭輸入量を減らし、その分の海上輸送炭を日本、韓国、台湾、EU などへ振り向ける

ことができる。したがって、必要量の全てを世界の石炭輸出増加で賄う必要はない。[40][41] 
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表 6 石炭火力への転換を支える供給源と制約 

供給源 基準となる規模 短期的な役割 主な制約 

中国・インド 
中国約 4.8 Gt、インド約 1.1 

Gt の国内生産 
国内炭・在庫の利用により輸入炭を他

市場へ解放 
国内輸送、発電所別の炭質、在庫偏

在 

インドネシア 2024 年一般炭輸出 549 Mt 
在庫、高稼働、仕向地変更による追加

供給 
国内供給義務、輸出統制 

オーストラリア 2025 年一般炭輸出 209 Mt 高稼働と仕向地変更 
政府見通しは緩やかな輸出減、炭

質と港湾能力 

米国・コロンビア・南

ア等 
複数の中規模供給国 

供給源の分散、休止能力と在庫の活

用 
鉄道、港湾、採算、炭質 

必要量 一般炭約 62～100 Mt 
アジア中心に 156～253 TWh を追加発

電 
上限側では政策緩和と物流能力の

最大限の利用が必要 

出所：IEA Coal 2025 / Coal Mid-Year Update 2025 [40]、オーストラリア政府資料およびインドネシア政府発表 [41]。1 TWh の石炭火力発電

に一般炭 0.395 Mt（効率 38%、発熱量 24 GJ/t）を仮定。 

9.4 石炭・在庫で吸収した後に残る不足 

35 bcm の不足であれば、石炭火力への転換 29～47 bcm によってその大部分、条件によっては全量を吸

収できる。これに対し、65 bcm の厳しいケースでは、石炭火力を最大限に利用して 47 bcm、在庫を 10 bcm

利用しても 8 bcm が残る。石炭供給が 29 bcm に制約され、在庫を取り崩せない場合には 36 bcm が残る。

したがって、ガスの最終需要の大幅な削減が必要になるかどうかは、供給不足の大きさだけでなく、アジア

を中心とする石炭火力の実際の運転量と石炭物流によって決まる。 

 

図 18 厳しい供給不足ケースにおける石炭代替と残余不足（6 か月、bcm） 

出所：Energy Institute [33]、IEA [34][40]に基づき筆者計算。右図は 65 bcm の不足を固定し、石炭火力とガス在庫利用の上限側・下限側を

示したストレステストである。 

9.5 残余不足を埋める 2022 年型の最終需要減少 

石炭火力と在庫を使っても不足が残る場合、最後の調整手段は最終需要の減少である。本稿では、発電

燃料の代替とは区別し、産業部門の操業縮小、ガス多消費製品の輸入増加、建築物における節約および
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行政的な供給制限による減少を、以下では需要崩壊と呼ぶ。2022 年の欧州危機は、この規模と内容を考

えるための実績を提供する。[34][47] 

表 7 2022 年に観察されたガス需要減少と今回への適用 

地域・部門 2022 年に観察された変化 今回の危機における位置づけ 

EU 産業 
需要 25 bcm 減。操業縮小約 13 bcm、ガスから油

への転換約 7 bcm、その他約 5 bcm 
操業縮小、効率改善、ガス多消費製品の輸入増加

は起こり得る。石油転換は見込まない 

EU 建築物 
需要 28 bcm 減。暖冬の効果は最大 18 bcm、行

動変化・燃料転換等 7 bcm 以上、効率改善 3.5 

bcm 

暖冬は外生条件。価格による短期削減は産業より小

さく、供給制限を行う場合も優先順位は低い 

中国 
総ガス需要約 1%減に対し、LNG 輸入は 22 bcm

超減少 
国内生産、パイプライン輸入、石炭火力によるガス火

力の代替等によって LNG 輸入を大幅に削減できる 

インド・パキスタン・バン

グラデシュ 
LNG 輸入削減、ガス火力の減少、停電・産業向け

供給制限 
スポット価格と外貨・財政制約の影響を受けやすく、

供給制限が早く表面化する 

日本・韓国 
高いスポット価格に対する最終需要の短期反応

は限定的 
長期契約と購買力により当初は影響が小さい。発電

用 LNG の削減が先行する 

出所：IEA [34][47]。EU の数量は 2021 年比。発電用ガスの減少と、産業・家庭等の最終需要減少を区別した。 

需要崩壊は各国に同じ割合で生じるものではない。最初に中国・インド等でガス火力から石炭火力への転

換とスポット LNG 購入の抑制が進み、次いで欧州の肥料、化学、ガラスなどガス多消費産業の操業が縮小

する。南アジアでは、外貨・財政制約から産業向けガス・電力供給の制限が生じやすい。日本・韓国は 2022

年に最終需要の反応が小さかったが、物理的な不足が長期化すれば発電用 LNG の削減、節約要請、産

業調整の順に影響が及ぶ。世界の LNG 市場は、こうした地域別調整の合計によって均衡する。[34][47] 

9.6 2022 年の実績からみたスポット価格の参考範囲 

JKM と TTF は仕向地を変更できる LNG 船荷の裁定によって結ばれている。欧州価格がアジア価格を輸送

費等の差を超えて上回れば船荷は欧州へ向かい、逆の場合にはアジアへ向かう。輸送費、再ガス化能力、

在庫、航海日数等によって一時的な価格差は生じるが、船荷の移動はその差を縮小させる。[34][50] 
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図 19 2022 年の需要減少局面と 2026 年 3 月のアジア・欧州ガス価格 

出所：IMF Primary Commodity Prices（FRED）[23]。2022 年第 3 四半期は月次値の平均。アジア系列は Platts JKM そのものではなく IMF の

アジア LNG 指標、欧州系列は IMF の欧州ガス指標である。 

2026 年 3 月のアジア LNG 指標は 20.8 ドル／MMBtu、欧州ガス指標は 17.7 ドルであった。この水準では、

アジアの発電燃料転換や LNG 購入抑制は進んだものの、日本・韓国を含む広範な最終需要の崩壊は生じ

ていない。これに対し、2022 年第 3 四半期の平均はアジア 46.7 ドル、欧州 58.8 ドル、同年 8 月の月平均

は 54.2 ドルおよび 70.0 ドルであり、欧州の産業部門では大幅な操業縮小が生じ、アジアの価格に敏感な

市場では LNG 輸入とガス需要が減少した。[23][34][47] 

以上から、石炭火力と在庫で不足を吸収できる段階では、2026 年に観察された 20 ドル前後でも調整が進

み得る。他方、それらを使い切った後にも不足が残り、2022 年型の大幅な需要減少が必要となる場合、国

際スポット価格は概ね 30～60 ドル／MMBtu の危機的な水準に入り、一時的にはそれを上回る可能性があ

る。 

9.7 月次で確認すべき指標 

表 8 冬季需給の逼迫度を判定する月次指標 

区分 月次で確認する指標 逼迫の進行を示す動き 

ホルムズ 積荷を積んだ LNG 船の外向き通航量 平時 112 bcm／年に対する回復の遅れ 

湾岸供給 カタール・UAE の液化設備稼働率と積出量 再稼働の遅延、修復期間の長期化 

非湾岸供給 米国、カナダ、アフリカ、豪州等の積出量 増産の停止、設備障害、保守の集中 

アジアの石炭代替 
中国・日本・韓国・台湾・インド等の石炭／ガス火力

発電量 
石炭火力の増加が止まり、ガス火力をさらに減らせない

状態 

石炭物流 一般炭価格、輸出量、港湾在庫、輸出規制 価格急騰、輸出規制、港湾・鉄道の混雑 

欧州 貯蔵率、LNG 受入量、産業用ガス需要 在庫低下と産業用需要減少の同時進行 

アジア LNG 中国・南アジアの輸入量、JKM と TTF の価格差 輸入急減、価格差拡大後の船荷の地域間移動 
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区分 月次で確認する指標 逼迫の進行を示す動き 

最終需要 肥料・化学・ガラス等の稼働率、ガス・電力供給制限 操業縮小と供給制限の対象拡大 

注：価格だけでなく、石炭火力発電量、石炭物流、在庫、産業稼働率を同時に確認する。石油高が継続する限り、ガスから石油への転換は

調整手段に含めない。 

10．結論 

本稿の分析から得られる第一の結論は、ホルムズ危機の影響を評価する際には、世界の LNG 貿易と世界

のガス供給全体を区別する必要があるという点である。平時にホルムズ海峡を通過する LNG は世界 LNG

貿易の約 2 割を占めるが、世界ガス供給全体に対する比率は約 2.7%である。2026 年 3～6 月には、カター

ルおよび UAE の LNG 積出量が前年同期比 35 bcm 減少した一方、非湾岸地域の供給量が 27 bcm 増加

したため、世界の LNG 供給量の純減は 8 bcm であり、世界ガス供給全体の約 0.2%にとどまった。

[1][16][21][22][35] 

もっとも、これはさまざまな調整の結果であった。追加調達が可能な LNG 船荷は減少し、中国では輸入量

の削減と LNG 船荷の再販売、欧州では貯蔵施設への注入延期、パキスタンでは発電燃料の代替と一般産

業向けガス供給の削減が生じた。危機発生後の需給均衡は、非湾岸地域の供給増加に加え、各地域にお

ける輸入時期の変更、在庫利用、発電燃料の代替および供給制限が組み合わされた結果である。

[1][4][16][17][19][28][38] 

短期的な調整力には大きな地域差がある。EU ではガス需要の約 7 割が発電以外の暖房用および産業用

ガスであり、これは他燃料で代替することはできない。これに対し、アジアでは中国を中心に既存石炭火力

の発電量が大きく、発電用 LNG を短期間に代替する余地がある。原子力発電所や再生可能エネルギー設

備の新設は、準備期間が異なるため、1 年以内の危機対応には期待できない。[32][33] 

仮に 2026 年 9 月から 2027 年 2 月までの 6 か月に世界の LNG 需給が 35～65 bcm 不足する場合につい

て、どのような短期調整が起きうるか概算を試みた。最初の大規模な調整手段は、世界の既存石炭火力、

なかでも中国を含むアジアの石炭火力によるガス火力の代替である。主要アジア諸国と EU を合計したガス

削減可能量は 29～47 bcm であり、このうちアジアが 24～38 bcm で約 8 割を占める。中国だけでも 9～14 

bcm の削減余地がある。したがって、世界的な LNG 供給不足の相当部分は、まずアジアの電力部門にお

ける燃料構成の変更を通じて吸収される可能性が高い。[33][34] 

ただし、この代替量は技術的な上限であり、実現が保証された供給余力ではない。29～47 bcm を代替する

には、石炭火力発電量を 156～253 TWh 増加させ、一般炭を約 62～100 Mt 追加的に確保する必要がある。

石炭価格、港湾・鉄道能力、発電所ごとの炭質と在庫、保守状況、輸出規制が制約となる。65 bcm の厳し

い不足ケースでは、石炭火力とガス在庫を最大限に利用しても 8 bcm が残り、石炭供給と在庫利用が制約

される場合には残余不足は 36 bcm に達する。[33][40][41] 

この残余不足を埋める最後の手段は、最終需要の大幅な減少である。2022 年の EU ではガス需要が 55 

bcm 減少し、産業用需要 25 bcm のうち約 13 bcm は燃料転換ではなく操業縮小によって生じた。同様の事

態が世界規模で生じる場合、欧州の肥料・化学・ガラス等のガス多消費産業、スポット LNG への依存度が

高く外貨・財政制約の大きい南アジア諸国などから、操業縮小、ガス多消費製品の輸入増加、節約および
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供給制限が広がると考えられる。今回の危機では石油供給の制約がガス以上に大きいため、2022 年に観

察されたガスから石油への転換 7 bcm は調整手段として見込まない。[34][47][50] 

2026 年 3 月のアジア LNG 指標 20.8 ドル／MMBtu、欧州ガス指標 17.7 ドルの水準では、発電燃料の代替

と LNG 購入の抑制は進んだが、広範な最終需要の崩壊は生じていない。これに対し、2022 年第 3 四半期

の平均はアジア 46.7 ドル、欧州 58.8 ドル、同年 8 月の月平均は 54.2 ドルおよび 70.0 ドルであり、欧州の

産業部門では大幅な操業縮小が生じた。この実績からみれば、石炭火力と在庫を使い切った後にも不足が

残り、2022 年型の需要減少が必要となる局面では、国際スポット価格は概ね 30～60 ドル／MMBtu の危機

的な水準に入り、一時的にはこれを上回る可能性がある。 [23][34][47][50] 
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